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[背景]  瞬間的な強電磁場を物質に照射することにより新奇な物性発現や高速物性制御が可

能であることが指摘され、大いに注目されている[1]。これまでは、ピコ秒のパルス幅のテラ

ヘルツ光源が主に用いられてきたが、フォノン緩和時間より短い時間の電場印加が可能な高

強度・広帯域テラヘルツ(THz)波パルス発生技術の確立が待望されている。有機非線形結晶で

ある DAST (4-N,N-dimethylamino-4’-N’-methylstilbazolium tosylate)は、高い非線形光学係数と広

い周波数領域での位相整合を有することから広帯域のTHz発生素子として期待されている[2]。

しかし、これまでのDAST結晶を用いた高強度 THz発生の報告では、放射スペクトルは 10 THz

以下の領域に限定されていた[3]。本研究では、高強度・広帯域 THz波パルスの発生を目指し、

位相整合条件の良い中心波長を持つ超短近赤外パルス光源[4]を用いた。 

[実験]	厚さ 200 µmの DAST結晶(2×2mm)へ直線偏光(//a-axis)近赤外パルスを入射し、発生

した THz波の集光スポットでのイメージングと実時間電場波形測定を行った。励起光源には

キャリア位相（CEP）安定なチタンサファイアベース OPCPA 光源(中心波長 1.6 µm, パルス

幅 9 fs, パルスエネルギー800 µJ, 繰返し 1 kHz)を用いた[4]。 

[結果]  軸外し放物面鏡(f=50)で集光した THz波のスポットイメージを図 1(a)に示す。図 1(b)

は air-biased-coherent-detectionにより測定した THz電場波形、図 1(c)はパワースペクトルを示

しており、電場尖頭値 1 MV/cm、20 THzに達する高強度・広帯域 THz波パルスの発生が確認

できた。系統的な実験により、THz発生効率には、最適な DAST結晶厚や励起パルスのチャ

ープ条件、CEP依存性が存在することがわかった。講演ではその原因についても議論する。 
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図  1 (a). 集光部での THzスポットイメージ (FWHM~100µm). (b)THz電場波形. (c)パワースペクトル 
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